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令和５年度 第４回岐阜県社会教育委員の会 議事録要旨 

 

１ 日時 令和５年１１月１６日（木）９：３０～１１：３０ 

 

２ 場所 岐阜県議会議事堂会議室 第２会議室 

 

３ 出席者（委員の現在数１４人 出席者１０人） 

＜委員＞                   ＜事務局＞ 

 天野 知子                  環境生活部次長   高橋 一雅 

岩田 睦巳                  環境生活政策課長 森  祥一 

井上 吉博                  生涯学習企画監  安藤由美子 

宇野 舞子                   係長       久留亜理子 

益川 浩一                    課長補佐     堀  正樹 

松原 勝己 

村瀨 眞実 

森   清美 

山本  真紀 

米原木ノ実                                      

    

４ 議事 

（１）ハンドブックのサブタイトルについて 

事務局 ：資料に基づきサブタイトル（案）について説明 

益川議長：サブタイトルは一般的に親しみやすさ、具体的なイメージ、メリットが伝わることが 

求められると思う。 

井上委員：メインとサブタイトルの言葉の重複を避ける。キーワードを選び、主なタイトルを決 

める。そして、タイトルを補う部分をサブタイトルに盛り込むといった流れでサブタ 

イトルを決めたい。 

益川議長：「人」をテーマにハンドブックを作成している。 

山本委員：「人」、「つながる」がキーワードかと思う。①の「人とのつながりから生まれるモノ」

の「モノ」が何かと考えてしまった。そこで④「つながる広がる人の輪」が良い。 

天野委員：「輪」という言葉はみんなが一緒にやっていこうというイメージをもて「輪」という言

葉は良いと思う。④が良い。 

米原委員：漢字が少ない方が良い。④が良い。「輪」と「つながる」という言葉が良い。 

宇野委員：リズムも良いので④が良い。 

岩田委員：どのページもつながりということが入っている。④が良い。 

森委員 ：一目でわかりやすいので④が良い。 

松原委員：イラストのイメージも合い、④が良い。 
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村瀬委員：同じく④が良い。 

益川議長：それでは④をサブタイトルとしてよろしいか。 

 （異議なし） 

益川議長：それでは「④つながる広がる人の輪」をサブタイトルとする。 

 

（２）ハンドブックの内容・レイアウトについて 

事務局 ：資料に基づき説明 

益川議長：ご意見はいかがか。 

宇野委員：写真の下のコメントでわかりやすくなったが、p.21、23 の写真は手元をカットして伝

わりにくくなった部分があるので修正をした方が良い。 

村瀬委員：写真のコメントを縦書きにする方法も考えられるが、全体のバランスを見ながら検討

していただきたいので事務局に任せる。 

益川議長：事務局でレイアウト等修正をお願いする。 

村瀬委員：p.13 の名前の部分は役職、青い部分は委員と記載されているが統一されていなくて良

いか。 

山本委員：p.13 に合わせるなら p.17 の名前の部分は「事務局・コーディネーター」としてほし

い。高山市からの意見もあり、p.18 の１行目を「平成２７年度に大八地区で協働のま

ちづくりがスタート」に変更。１０行目「お茶」を削除したい。 

益川議長：活動紹介については修正願いたい。役職については、名前の部分は実際の役職、青い

部分は読み手に伝えたい役職という視点で書くと良いかと思う。 

山本委員：p.17 の青い部分を「職員」に変更したい。 

益川議長：青い部分は一般的な肩書、名前の部分は実際の肩書とする。p.13 の名前の部分は事務

局・コーディネーターに、青い部分は事務局員を職員に、p.23 の青い部分の社会教育

主事には（士）を加える。また、特別な支援や合理的な配慮となっているか、色の確認

をしていただきたい。 

松原委員：p.6、p.7 のグラフが小中となっているが、義務教育学校の表記をどうするかについて

教育委員会と確認をしていただきたい。合理的配慮については、県の方針等を確認の

うえで対応したほうが良い。 

益川議長：事務局で確認の上対応をお願いする。 

山本委員：p.1 の共生社会という言葉が、想定している人に理解できるか。 

益川議長：福祉では地域共生社会という言葉が使われているので、伝わるのではないか。 

天野委員：わからない言葉については学んでもらうということで、このままで良いのではないか。 

益川議長：事務局で検討をお願いする。 

村瀬委員：p.29 の「おわりに」の言葉はわかりやすくなった。p.30 の最後の吹き出し部分につい

て「あるものいかし」とあったのは、削除ということで良かったか。また、PTA という

言葉が組織図に出てこないが、p.3 の図に入れるなどの対応がいるのではないか。 

益川議長：PTA も大事な組織である。p.3 は活動について記載されており、PTA 以外にもいろいろ
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な団体がある。p.27 の学校の事例で PTA 活動は記載されており、このまま修正なしと

する。 

松原委員：p.3 の図は、この活動に限定されるイメージがある。これ以外にもいろいろな活動があ

るという表現はできないか。 

益川議長：様々な活動があるというイメージをもてるよう、事務局で図を検討いただきたい。 

おわりにの吹き出し部分の「あるものいかし」は検討のうえ削除したということで良

かったか。 

事務局 ：良い。 

益川議長：他にご意見はないか。 

 （意見なし） 

益川議長：今回で修正は最終としたい。最終確認は私の方で行うということで、ご了承いただけ

るか。 

 （異議なし） 

益川議長：皆様にいろいろな意見をいただき感謝を申し上げる。ぜひ、いろいろなところで活用

いただきたい。 

益川議長：議事が終了したため、進行を事務局へお返しする。 

 

 

 

      


